　　　保証願

　　　技適証明があるトランシーバーだけで申請する場合は、この用紙は必要ありません。

アマチュア局の無線設備の保証願書

平成　　年　　月　　日

　　　ＴＳＳ株式会社　殿

　　私は、アマチュア局の免許申請に係る保証を受けたいので、別紙の書類を添えて提出します。

　出願者

	① 　呼出符号
	ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
	
	ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ
	

	
	② 社団の名称

社団の場合に限る
	
	③  氏　名

社団の場合は代表者
	　　　　　　　　　　　印

	④ 　住　　所

社団の場合は

　　　事務所の所在地
	⑤ 郵便番号  　　　－　　　　
	⑥ 連絡先電話番号    　　－　　　　－　　　　

	
	



  使用するトランシーバー(送信装置)

	送信機番号
	⑦送信機の型名等

(注1)
	⑧接続するブース

タの型名等(注2)
	⑨付属装置

(注3)
	⑩

	記入例
	FB-599DX
	自作ブースタ
	有
	台数に関係なく三千円

	第1送信機
	02KN317
	
	有
	

	第2送信機
	FT-101B
	FTV-650B
/FTV-250
	有
	

	第3送信機
	FL-101S
	FTV-650B
/FTV-250
	有
	

	第4送信機
	FT-400S
	
	有
	

	第5送信機
	FT-200
	
	有
	

	第6送信機
	FT-201S
	FTV-650B
/FTV-250
	有
	

	第7送信機
	FT-620B
	
	有
	

	第8送信機
	FT-220
	
	有
	

	第9送信機
	TX-599
 Custom Deluxe
	
	有
	

	第10送信機
	I56
	
	有
	

	第11送信機
	CP-M2100
	
	有
	

	第12送信機
	MK13
	
	有
	

	第13送信機
	TR-3
	
	有
	

	第14送信機
	CQ-P2600
	
	有
	

	 その他の事項：この送信装置の電波の質及び空中線電力は、電波法

 第3章に規定された条件に合致しています。


　　□　設備共用　　　　　設備を共用する場合は、その相手の氏名及び続柄

	⑫氏名
	
	⑬続柄
	
	氏名
	
	続柄
	

	氏名
	
	続柄
	
	氏名
	
	続柄
	



　　□　電波利用料の前納

　遵守事項


	


付属装置

	名  称
	方  式・規  格(注)
	組合わせて使用

する送信機番号

	(13)

 ﾊﾟｹｯﾄ通信装置


	(14) 

① eq \o\ad(方        式,　　　　　　　) AFSK方式                 

③ eq \o\ad(周波数偏移幅,　　　　　　　) ±100Hz(300)/±500Hz(1200)
⑤ eq \o\ad(符 号 構 成,　　　　　　　) AX.25ﾌﾟﾛﾄｺﾙ準拠           

                 JISｺｰﾄﾞ ASCIIｺｰﾄﾞ         
	② eq \o\ad(通 信 速 度,　　　　　　　) 300ﾎﾞｰ(HF)         

                 1200ﾎﾞｰ(V/UHF)

④副搬送波周波数 1700Hz             

⑥ eq \o\ad(電 波 形 式,　　　　　　　) F1D(300), F2D(1200)


	(15)

第1送信装置



	(16)

　RTTY装置


	(17) 

1  eq \o\ad(方式,　　　　　　　) AFSK方式                 

③副搬送波周波数 2,210Hz                           

⑤ eq \o\ad(電波形式,　　　　　　　) F1B                       


	2  eq \o\ad(通信速度,　　　　　　　) 45.5ﾎﾞｰ                   

④ eq \o\ad(周波数偏移幅,　　　　　　　) ±85Hz             

	(18)

第1送信装置



	(19)

ﾊﾟｹｯﾄ通信装置


	(20) 

① eq \o\ad(方        式,　　　　　　　) FSK(GMSK)方式                 

③ eq \o\ad(周波数偏移幅,　　　　　　　) ±2.4KHz                   

⑤ eq \o\ad(符 号 構 成,　　　　　　　) AX.25ﾌﾟﾛﾄｺﾙ準拠           

                 JISｺｰﾄﾞ ASCIIｺｰﾄﾞ         
	② eq \o\ad(通 信 速 度,　　　　　　　) 9600ﾎﾞｰ            

④副搬送波周波数 1700Hz             

⑥ eq \o\ad(電 波 形 式,　　　　　　　) F1D                


	(21)

第1送信装置



	(22)

SSTV伝送装置


	(23) 

① eq \o\ad(方式,　　　　　　　) SCFM方式                
3 副搬送波周波数 1750Hz                    

⑤ eq \o\ad(電波形式,　　　　　　　) F3F                       
	② eq \o\ad(最高画周波数,　　　　　　　) 900Hz以下              
④ eq \o\ad(偏移周波数,　　　　　　　) ±550Hz            

	(24)

第1送信装置



	(25)

PSK31装置


	(26) 

① eq \o\ad(方式,　　　　　　　) ABPSK/AQPSK方式        

③ eq \o\ad(周波数偏移幅,　　　　　　　) 無し　　　                   

⑤ eq \o\ad(符 号 構 成,　　　　　　　) PSK31方式準拠           

                 JISｺｰﾄﾞ ASCIIｺｰﾄﾞ         
	② eq \o\ad(通 信 速 度,　　　　　　　) 31.25ﾎﾞｰ            

④副搬送波周波数 50～2800Hz             

⑥ eq \o\ad(電 波 形 式,　　　　　　　) G1B                


	(27)

第1送信装置



	(28)

  ﾌｧｸｼﾐﾘ装置

　
	(29) 

① eq \o\ad(方式,　　　　　　　) SCFM方式                

③副搬送波周波数 白2300Hz/黒1600Hz        

⑤装置出力の最高周波数                      

 
	② eq \o\ad(最高画周波数,　　　　　　　) 828Hz              

④ eq \o\ad(周波数偏移幅,　　　　　　　) ±400Hz            

⑥ eq \o\ad(電波形式,　　　　　　　) F3C                


	(30)

第1送信装置



	(31)


	(32) 


	
	(33)



	(34)


	(35) 
	
	(36)




　(注)それぞれの装置の方式によっては、規格の欄に掲げた項目でも関係なくなる(必要ない)場合があります。

　　　それぞれの装置の内容をよく調べてから記入してください。

保証願書は両面コピーして提出します。

記入は例です。

付属装置追加の丸印及び　　印は右の印をコピーして上ページへ移動してください。

微細移動はAltキーを押しながら移動してください。

Ｂ





⑪　　　　　　( のりづけ)





 　この枠内に、郵便局で手数料(3000円)を


　払い込んだときに発行される「郵便振込


　替払込受付証明書」を張ってください。








 (注1)


　　技術基準適合証明番号かJARL登録機


　種の登録番号を記入し、どちらでもない


　場合は機種名か自作と記入します。





 (注2)


　　ﾌﾞｰｽﾀ､ﾘﾆｱｱﾝﾌﾟ､ﾄﾗﾝｽﾊﾞｰﾀを接続したい


　ときは、その機種名を記入します。





 (注3)


　　TNC、FAX装置などを接続するときは、


　有に○印をして、その内容をこの用紙の


　裏面の欄に記入します。








〔出願用紙〕





 50


200





　１．私は、無線設備が電波法第3章の技術基準に適合するよう、維持します。


　２．私は、会社から送付される放送受信障害、安全私設及び業務書類の調査報告書を、免許後すみやかに提出します。


　３．私は、会社が行う局の管理の適正化及び正常な運用の確保のための調査に協力します。
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